
～ R７年　２月　２１日

（対象者数） 32名 （回答者数） 26名

～ R７年　２月　２１日

（対象者数） 8名 （回答者数）
8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

繰り返しの支援の中で出来るようになったことに注目し、

より意識できるように支援していきます。

年齢に合わせた関わり方や言葉使いも含め、子ども自身の自

主性なども意識して支援を行っていきます。

2

新しいことは積極的に取り入れていけるような環境を

作っていきます。子どもたちだけではなく職員も一緒に

楽しめる活動を内容を提供し良い環境の中で経験を増やして

いけるように支援を行っていきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
地域の行事等に参加するなど関われる場所を用意したり、

地域の方へ事業所の見学会なども慎重に検討していきます。

2

3

集団活動への取り組みや異年齢の友達との関りかたを学ぶ

中学1年生から高等部3年生を対象にしています。

日々の活動を繰り返し経験しながら、友達や職員との関わりや

集団活動への取り組みなど自然と身につけらるようなプログラ

ムを組んでいます。

活動プログラムや長期休暇中の活動の充実

繰り返し支援が必要な時は固定化したり、経験を広げる場合は

様々な活動を提案したりと職員同士で話し合いプログラムを作

成しています。

長期休暇中の課外活動では、遠方へのおでかけもしています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会はありません。

地域との関わりとして、福祉ひろばをお借りして活動したり

ひろば喫茶へ行ったりしていますが、地域の子どもたちとの関

わりはありません。保護者の方から必要を感じないとの声もあ

ります。

R７年　１月　２７日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　７年　３月　１３日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 まつようクラブ　by　結いの街

○保護者評価実施期間
R７年　１月　２７日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


